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指標②：育児中の母親がストレスを感じる
割合（％）
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施策達成にどう貢献しましたか？（アウトカム）

育児不安やこころの悩みを相談したい人たちへ相談する場の提供ができた。また、自らストレス
を解消できる場の提供もできた。
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　今般の社会情勢を考えると、相談件数が増えてもおかしくない状況の中で、件数が減少することがど
ういうことなのか検証した上で、後期計画に向け、県やNPOの動向を見ながら、町としてすべきことを見
極め、役割分担をした上で施策展開を検討すること。
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施策達成状況に関する評価 課題と今後の方向性
転入してくる家庭が多かったり、核家族化が進む中、周囲に親しく相談できる相手がいず、気分転換が
上手くできないｹｰｽが増えている。それに伴い育児にストレスを感じる割合も増加している。そのような
状況に対し、交流の場を設けることや、ストレスに対する相談の場を設けることは、母親の安定につな
がっている。こころの相談では困った時に相談できる機関の情報があることにより、早期に対処すること
ができるので、いろいろな機会に周知することは、自殺防止の一助となる。

身体の不調を感じる母親の割合が４割を超え、育児ストレスを抱えていることがうかがわれる。母親の頑張り
を労う場が、必要であり、ストレスを抱えたまま引きこもるのではなく、教室等母同士の交流の場を設けること
で、母親が楽しいと感じ、「育児」を楽しいと思えるように支援していく。自殺者が増え自殺防止対策が急が
れているところである。自殺の原因で多くを占めるのが、精神的な疾患を持っていることなので、早期に適
切な相談や医療で対応することにより、自殺者の減少を図る。矢板健康福祉センターを中心に広域的に取
り組む体制を整えていく。
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140件指標①：年間相談件数（件）

18年度 20年度

◆◇　指標に関する特記事項　◇◆

こころの健康づくり
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いじめ対策や、虐待防止が重要である。 こころの健康に関する正しい知識の普及に努めるとともに、専門職によるこころの健康相談を充実させ、こころの
病気への早期対処を促します。（※「高根沢町地域経営計画2006」からの抜粋）

こころの悩みを相談します。
自分にあった趣味や生きがいをもち、ストレスを解消します。
子どもが家庭で安全で安心して過ごせるようにします。
・遊びの教室や親子運動教室を開催し、気軽に相談しやすい体制を作っていくことと、高齢者に対しては生きが
いづくりを支援していく。
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施策に係る事業費（傘下事務事業費計）の推移
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666,484

住民生活部健康福祉課
健康づくり担　当
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